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system difficult to replace easily）ものであった．こ
れは，インターネットが日常化し，分散・オープン型
の対応の必要性が迫られている今日，aging system あ
































































































































































日本 59.0 94.9 88.1 45.9 60.7 44.7 53.7 55.0 49.4 46.2 59.8
韓国 52.6 51.4 63.1 39.7 93.0 45.8 63.1 76.4 41.4 51.2 57.8
米国 53.7 48.2 47.4 75.5 46.5 38.0 58.8 50.6 87.2 51.5 55.7
シンガポール 90.8 47.6 47.4 51.9 46.5 53.3 55.6 52.0 50.6 59.1 55.5





































































（注26） 2004年７月には非接触 ICチップと電子マネーEdy に
よる決済サービス機能が追加され，2006年１月には交通系
の電子マネー Suica の搭載も行われた（Mobile Suica）．一






















































































































































“The computer virus comes of age”を参照．
（注33） 前掲の図表「携帯電話を利用する決済サービス」のう
ち，iD と QUICPay は2006年末から共通の読取り端末機を






























































































（予定？） KDDI の au

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































攻 撃 す る（by deluging banks’ network with spam 






流れをモニターする intrusion protection system の導
入，接続するさまざまのデバイスに対する security 
protocols に対するコンプライアンスのチェック（to 
check all the devices connecting to the network 
management system comply with security protocols），
あるいは，不審な添付ファイルの開封の禁止とか公認
されたデバイスのみの利用等のインターネット利用に



























































“The computer virus comes of age”を参照．
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サービスもネット・バンキングの枢要な位置を占める
ようになっている．
　ネット金融取引については，（携帯電話によるネッ
ト決済サービスのような例外を別にすれば）米国の動
きは依然として台風の目である．米国では，ICT の
技術進歩に合わせて，自動的な取引プログラムの構・
改築に加えて，データ・ベース・マネージメントやア
プリケーション・ソフトの更改等を通じて利用者サー
ビスの改善を図ろうという動きが強まっている．そこ
では，金融機関が創った商品・サービスを売るという
よりも，経験と知識を蓄えてきた利用者・投資家の
ニーズをどのように満たしていくかという利用者や顧
客中心 （customer-centric）の流れ（Service-oriented 
architecture, SOA）が主流になっている．これは，
金融セクターに限ったことではなく，利用者の目が肥
えている市場では共通のことであり，日本のネット専
業銀行にしてもネット専業証券会社にしてもその例外
ではない．
　この場合，次のような問題を考慮していくことが重
要であろう．
　第１に，ICT に依拠しながら利用者のサービス志
向（SOA）を強めている今日のネット金融取引は，
一方では取引コストと利便性（簡便性，同時性，汎用
性等）を急いで追求し，他方では取引慣行の粘着性と
セキュリティに左右される．日本の場合，特に留意し
なければならないのは，社会の高齢化に伴い，貴重な
資産に係る金融サービスは，その提供の継続性が重要
になる点である．ICT のイノベーションに伴う資産
管理の契約の更改，暗証番号の変更管理，メール交換
の煩雑さ，テレフォン・サービスの非人間的な対応等
は，人工的な ICT 依存の金融サービスに伴うコスト
として利用者に重い負担となっていく可能性がある．
　第２に，ネット金融取引の簡便性と同時性は，金融
資産の価格の形成に大きな影響を与えるし，風評，市
場センチメント等に左右されて予想を超える資金移動
を惹起しかねない．現に，国際金融市場では，証券価
格のボラティリティが高まったという見方がある．他
方では，ネット専業証券会社における未成年者の口座
数が増大している問題とか，オンライン・ゲームで使
う仮想通貨を不正に現金化するという RMT（Real 
Money trade）が社会問題として登場してきている．
これらの問題の増大は，それ自体，経済社会生活に大
きな影響を与えるばかりでなく，これらの問題に対処
するための金融市場のルールにも議論が及ぶことにな
り，その結果，手続き等の改変を通じて利用者にも影
響を与える．
　第３に，資金の最終的な需給者の間の金融仲介
（financial intermediary），経済取引の完了（settlement）
という意味では，金融の本質はあまり変わるとも思え
ない．しかし，ICTは，（金融の本質を変質させると
いうよりも）金融仲介のプロセスに大きな変化をもた
らしている．そして，次々と現れる金融技術革新に対
し金融機関は次々と対応を迫られ，そのコストを直接
間接に利用者に転嫁している．しかも，米国では，金
融関連のソフトウェアやビジネスモデルがパテントの
対象となっており（patentable），その使用を巡って訴
訟事件が目立つようになっている．極端な場合には，
金融機関は，パテント判決如何によっては突然該当の
金融サービスを停止せざるを得ないという事態も現実
化しており，その際の利用者のリスクなりコスト負担
の問題が新たに生じることになる．
　このように，ICT がもたらす変化そのものにどう
対処するかが金融セクターの課題となっており，利用
者は短期的には金融サービスの改善の恩恵にあずかる
ことができても，中長期的には，金融サービスの方向
がわかりにくいという意味でいわば迷路に置かれてい
る．利用者側が全体として対応するために，拮抗力と
なるグループ結成等も今後の課題となろう．
